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	緒　言
	リクライニング位は嚥下障害患者に対してしばしば用いられる代表的な代償姿勢の一つである1)。リクライニング位によって，舌運動が抑制され咽頭への送り込み障害が改善されたという報告や2)，嚥下後の梨状陥凹残留を減少させ，誤嚥のリスクを低下させるという報告もあり3−5)，摂食嚥下の口腔期，咽頭期の障害に有効とされている。しかし，リクライニング位は座位と比較して咀嚼時間が延長し，咀嚼効率が低下することを示唆する報告があり6−8)，準備期については悪影響を及ぼす可能性がある。ただし，リクライニング位により咀嚼...
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